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ブラジル近…現代史の 中の 「日本文化」表象
根 川 幸 男NEGAWA,Sachio
ブ ラ ジ リ ア 大 学(UniversidadedeBrasilia)
0.は じめ に
国際的な 「日本文化」研究の新たな地平 とい うことを考える場合、世界最大の 日
系 コミュニティを持つブラジル は、数 えきれない ほど多 くの素材や課題 を提供 して
いる。 日本か らブラジルへの移 民とコミュニティの形成は、 日本人の 「新世界への
参加」iのもっ とも重大 な事件であ り、重要な要素 の一つである。その事件の文明史
的価値 を問いなおす意味でも、ブラジル の 「日本文化」研究 はますます重要性 を増
している と言える。例えば、ここで取 り上げるブ ラジル近現代史の中で 「日本文化」
が どのよ うに表象 されてきたか とい うテーマ もその一つである。
ブ ラジル 日系移民史は、 日本近現代 史 とブラジル近現代史の交錯部分であ り、文
化的な土壌 を異にする地域 に、「日本人」 「日本文化」が移植 され再創 された事例 と
して大きな意味と価値 を有す る。2008年 に 日本移民百周年を迎えるブラジル におい
ては、 この機に 日系移民史の見直 しと総括 の必要性が議論 されている。 この1世 紀
にわた る歴史の中で、「日本人」はブ ラジル社会において常にマイノ リティであ り続
け、「日本文化」もまた しばしば負の価値 を背負わ されてきた。ただ、そ ういった位
置付 けは、今転換期にさしかかってい ると言 える。現在ブラジルにおける 「日本文
化」の もっとも顕著なプ レゼ ンスは、伝統芸術、武道 、舞踏、映画、料理、ポップ
カルチ ャー などの文化表象2で あ り、それ らは多分 に正の価値 を担わされるようにな
ってい るのである。
本稿では、ブラジル近現代史にお ける 「日本文化」表象の移 り変わ りを、便宜上
以下のように時代 区分す る。
1「 ブ ラジル 目本移民70周 年祭」記念事業の一つ として1978年 にサ ンパウロで開催 された
「日伯新時代 と国際シンポジウム」における基調講演での梅棹忠夫(当 時国立民族学博物
館館長)の 言葉 「われ ら日本人、新世界に参加す」に拠 る。
2こ こでは、「文化表象」を、個人や集 団が継承 ・保持 している、あるいは継承 ・保持 してい
ると認識 してい る 「文化的」な特殊性や共通性 を、記号や象徴 を媒介 として表現す ること、
またその表現されたもの、と定義 してお く。
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1.戦 前 ・戦 中(1945年 以前):ウ チ に向 っ た 「日本 文化 」継 承 と表 象
2.戦 後(1945-1950年 代):ウ チ か ら ソ トへ 向 った 「日本 文 化」 表象
3.現 代1(1960-1980年 代):「 日本 文化 」 表象 の 多様化
4.現 代2(1990年 代以 降):「 日本 文化 」 か ら 「日系文 化 」へ
この四つの時代 区分 にしたがって、 日系コミュニティ側 か らの 自文化表象のあ り
方を、ホス トである非 日系ブラジル人か らのまなざしとの交渉 を視野に入れなが ら
概観 ・素描す る。特 に、1)ブ ラジル近現代史の中で 「日本文化」が どのよ うに表象
されてきたのか、2)それ がどのよ うに 「ブラジル文化」として再統合 され うるのか、
とい う問題 を明 らかにすることを 目標に、厂日本文化」研究の新たな可能性を さぐっ
てみたい。
1.戦 前 ・戦 中(1945年 以 前):ウ チ に向 った 「日本 文 化 」継 承 と表 象
日清戦争の終結 した1895年 、 日伯修好通商航海条約が締結 され 、ここに公的 な 日
本 ブラジル関係史が幕を開けた。 しか し、これ によってただちに両者の文化接触 ・
交渉がは じまったわけではない。それは、1908年 の笠戸丸 による 日本人 のブラジル
移民が開始 され る時期をまたねばな らなかった。
戦前の 日系移民は、その人 口の大部分が農村部に偏在 してお り3、その文化表象は、
ある時期までブ ラジル社会 において摩擦 を生 じた り、大きなプ レゼ ンスを持つ には
いた らなかった。 もちろん、初期の コー ヒー農園時代(1910年 代)に は、ブラジル
人や他地域 か らの移民 と同じ耕地に配耕 されたため、他 のグループ との接触や摩擦
はたびたび起ったよ うである。ただ、1920年 代 には排他的な 日系 コミュニテ ィ(植
民地)を 形成す るよ うにな り、宗教活動 なども自粛する傾 向にあって、 自文化 を表
象するのはコミュニティの内部(ウ チ)に とどまった。
1930年 代 には、学校の設立や 日本人会の組織、邦字新 聞の普及な ど、移民人 口の
伸長 とともに社会 ・文化活動 もさかんになった。特 に、1939年 には邦字新 聞の普及
率は100%に 近かった とされ 、新聞 の文藝欄への短歌や俳句 、懸賞小説の投稿な どを
見ると、 日系住民の文化的志 向は低 かった とは言えない。ただ、 これ らの新聞紙面
の相 当部分 は日本 に関す るニュースであ り、また短期か ら中期の出稼 ぎス トラテジ
ーが強かった こともあって、 日系 コミュニティは 「ブラジル の中の 日本」であ り続
け、積極的に 自文化をブラジル社会 に向って表象す るよ うな性格は持たなかった。
つ ま り、ウチに向った文化継承 と表象であ り続けた と言 える。当時、コミュニテ ィ
3「 国策移民の末期1940年 に、在 ブラジル 日本公館の調査では、 日本人 の約87%(3万6千
家族)は 農 業に従事 していた」(ブ ラジル 日本移民80年 史編纂員会 『ブ ラジル 日本移民八十
年 史』〔以下、『80年 史』〕移民80年 祭典委員会、1991、llO頁)と されているように、 日系'
人口の大部分は農村部に偏在 していた。
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の中心的役割 を果た した 日本語学校は 「ブラジル学校」に対 して 「日本学校」 と呼
ばれ、その多 くがやがて帰国するととを前提に言語 と文化 の継承を 目的 とし、 自己
のコミュニテ ィ内部で完結 した ものであった。
一方、 日本移民にとってソ トの世界であるブラジル社会に 目を転 じてみ ると、世
界的 に人種優生学の議論が さかんで あったが、戦前のブラジルで も、概ねそ ういっ
た議論に基づ く 「白人化」や 「脱 アフ リカ化」のイデオ ロギーが強 く4、有色人種で
ある 日本移民の導入 自体が歓迎 された ものではなかった。ナシ ョナ リズム政策 との
関係で、議会で もしば しば議論 されてい る。また、 日本移民導入後 も、その閉鎖性
や文化的な同化の困難 さがブラジル社会では しば しば問題視 された5。
エ ス タ 　 ド サ ノ　 ヴ ォ ロ
や が て 、1937年 か ら始 ま る ジェ ツ リオ ・ヴ ァル ガ ス政 権 にお ける新 国家 体 制 下 の
ブ ラ ジル ・ナ シ ョナ リズム との抵 触 に よ り、同化政 策 に よって抑 圧 され る中、「日本
コノ　ヴォエ ス タ　 ド
文化」 は次第 に負 のプ レゼ ンスを持た され るようになった6。 この新国家体 制 期の
ブラジルでは、 日系コミュニティは、ブラジル社会のキス ト(癌)と 見なされ 、「日
本人 は硫黄の ごとく不溶解である」 として非難 を受け、ナシ ョナ リズムの高揚 とと
もに黄禍論や排 日論が叫ばれた7。さ らに、太平洋戦争中は、 日系住民は 「敵性外国
人」 とみな され、苦難の道を歩む こととなる。
2.戦 後(1945-1950年 代):ウ チ か ら ソ トへ 向 った 「日本 文化 」 表象
日本 の敗戦によって、多 くの 日系住 民が出稼 ぎス トラテジーを捨て、ブラジルで
の永住 を選択 しなければならな くなった。
戦後 問もな く起 こったいわゆる 「勝 ち負けの抗争」は、ブラジル社会の中では じ
めて大きなプ レゼ ンスを持った 日系住 民による人種 ・文化抗争であった。戦 中の 日
系人に対す る情報の遮断のため、1945年8,月15目 を境 に、 日本の戦勝を信 じる人び ・
4LEITE,MoreiraDante.OCardterNaeionalBrasileiro'Hist6riadeUmaIdeologia(2aEd.),Sao
Paulo,LivrariaPioneiraEditora,1969,192-194頁。
5三 田 千 代 子 「ブ ラ ジ ル の 外 国 移 民 政 策 と 日本 移 民 」 水 野 一 監 修 ・日本 ブ ラ ジ ル 交 流 史 編 集
委 員 会 編 『日本 ブ ラ ジ ル 交 流 史 一 日伯 関 係100年 の 回 顧 と展 望 一 』 日本 ブ ラ ジ ル 修 好100
周 年 記 念 事 業 組 織 委 員 会 、1995、99-102頁 。
エスタ 　 ドコノ　ヴォ
6新 国 家 体 制 とは 、 ヴ ァル ガ ス の 独 裁 体 制 で あ り、 「ポ ル トガ ル の 当 時 の 独 裁 者 サ ラ ザ ー ル
の 下 で 出 現 した 体 制 を 手 本 に した と も い わ れ 、明 らか に そ の 頃 ヨー ロ ッパ を 中 心 に 展 開 し て
い た フ ァ シ ズ ム の 風 潮 を 反 映 した も の で あ っ た 」 ま た 、 「ナ シ ョナ リズ ム の 高 揚 が 、 ヴ ァ ル
ガ ス の 独 裁 体 制 の 特 徴 の1つ で あ る 」 と され 、 「そ の 内 容 は 、 革 命 に よ る 独 裁 体 制 の確 立 に
よ っ て 国 家 の 統 一 を 推 し進 め 、表 面 上 は 民 衆 の 政 治 参 加 を 強 調 し、国 民 共 通 の 意 識 と して の
『ブ ラ ジ リ ダ デ 』、 す な わ ち ブ ラ ジ ル 的 な 民 族 中 心 の 政 策 を 行 うこ と で あ っ た 」 と さ れ て い
る(住 田 育 法 「新 指 導 者 ヴ ァ ル ガ ス 」金 七 紀 男 ・住 田 育 法 他 編 『ブ ラ ジ ル 研 究 入 門 一 知 られ
ざ る 大 国500年 の 軌 跡 一 』 晃 洋 書 房 、2000、127-128頁)。 ま た 、 同 体 制 の 移 民 政 策 に つ い
て は 、 「ナ シ ョナ リ ズ ム の 高 揚 が 進 め ら れ る 中 で 、移 民 の 同 化 政 策 が 実 施 さ れ 、1938年 に は
移 民 審 議 会 が 設 立 され た 。 そ の 任 務 は 移 民 の ブ ラ ジ ル 化 政 策 で あ る 」(同 、128頁)と 規 定
され て い る。
7三 田 千 代 子 「ブ ラ ジ ル に お け る 『国 民 国 家 』 の 形 成 と 日本 移 民(1)」In.AnaisdoXIEncontro
Nacionalde1)rofessoresUniversitdriosdeLingua,LiteraturaeCulturaJaponesaelEncontrode
EstudosJaponeses,Brasilia,UnB,2000,456頁。
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と(い わゆる勝ち組)と 敗戦 の事実 を受け入れた人び と(い わゆる負 け組)と の間
での対立 ・抗争が起った。この抗争 について詳 しく触れ る余裕はないが、主に勝 ち
組か ら負け組みに対するテロにより、23名の死者 を出す暴力抗争に発展 した事実 と、
終戦前後の臣道連盟から1954年 の桜組挺身隊8な どの暴力 と示威 を ともな う活動 が、
文化的に負のプ レゼ ンス として当時のブ ラジル社会に受け取 られたこ とは想像に難
くない。 日系コミュニティ内部で も、 この抗争の影響は長 く尾 を引いた。
戦後のブラジルにおける 「日本文化」表象の転換点 として注 目され るのが、1954
年 のサンパ ウロ市400年 祭である。サ ンパ ウロ市の要請 に応 じて、この祭典に参加す
べ く、1953年1,月 に聖市400年 祭典 日本人協力会が発足 した。これは戦前 ・戦後 を通
じては じめて誕生 したブラジル 日系コ ミュニテ ィの統一組織であった。 このサ ンパ
ウロ市400年 祭では、日本政府の協力 もあ り、慶祝親善使節団のブラジル訪 問、国際
見本市へ の 日本製品の出品、 日本切手展、現代 日本画展、 日本祭 りな どが開催 され
た他、イ ビラプエ ラ公園内に桂離宮を模 した 日本館が建設 された。
『80年史』は、 日系人の400年 祭参加 の意義 を次のよ うに評価 している。
400年 祭へ の 祭典 参加 は、戦前 ・戦後 を通 じブ ラジル 日系 コ ロニア が示 した最 大
の統 一行 動 だ った。 この祭 典参加 で 日系 コ ロニア は 自信 と誇 りを回復 す る。 ま
た 、rr`JLf行 動 は勝 ち負 けの 対 立で 大混 乱 を起 した 日系社 会 を収 拾 し、再統 一 の
端緒 とな った こ とで も意 義 は大 き い9。
実際、1955年12月 には、移民50周 年祭への対処 を前提に、先 の聖市400年 祭典 日本
人協力会の組織をそのまま移行 させたサンパ ウロ日本文化協会(ブ ラジル 日本 文化
協会の前身)が 発足す る。この 日本文化協会はその基本的路線 として、「①在伯 同胞
の相互親 睦 と文化的地位の向上 を目指 しての啓蒙運動、③戦前、戦中、ブラジル 国
民が持 っていた 日本に対する誤解 と偏見を除去するための積極的 日本文化紹介、 日
伯文化交流事業の促進強化」を謳 ってい るlo。
1958年6月19日 、この 日本文化協会が中心 とな り、イ ビラプエ ラ公 園内の会場に
三笠宮殿下ご夫妻 を迎え、5万 人の 日系人を集 めて 日本移民50周 年祝賀会が行われ
た。 これは、戦前 ・戦後 を通 じて、ブラジル における日系住民による最大の文化表
象であった。このよ うな移民祝賀会は、60年祭(1968)、70年 祭(1978)、80年 祭(1988)
81953年3月 にパラナ州ロン ドリーナで結成 された 日系政治結社。 日本 の戦勝 を信 じ、サン
パ ウロ郊外で集団生活 を営み、「国連義勇軍」 として朝鮮 に行 くことを主張。その奇矯 な主
張と行動か ら、当局の介入す るところとなった。翌54年2.月3日 には、サンパ ウロ中心部
で 「総決起」を敢行。百数十名 が揃いの戦闘服 にタスキがけで、「四十万同胞総引揚げ」な
どのスローガンを掲げ、軍歌 を歌いなが ら行進や座 り込みを行い、警察か ら解散命令が出た
(『80年 史』219-220頁)。
9『80年 史』241-242頁 。
10『80年 史』242頁 。
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と、 回 を追 うご とに大 規模;化 してい く。 さらに、 同協 会 は1964年 にサ ンパ ウロ市 リ
ベ ル ダー デ 地 区 に本 部 セ ン ター ビル を建設 す るが 、 これ は後 にサ ンパ ウロ東 洋街 が
形 成 され る リベ ル ダー デ地 区 へ の 日系住 民 の集 中を促 す 大 きな 契機 の一 つ となっ た
Il。 ま た、 同 じ く 日本 人 協力 会 を母 体 に 、 「日伯 の友 好 ・文 化 交 流」 を 目的 に して 、
1956年11月 、 日伯 文化 普 及会(通 称 ア リア ンサ=Alian軋CulturalBrasilJap穉)が発
足 した。
以上 の よ うな 日系 コ ミュニテ ィの公 的な 文化表 象 とは別 に、50年 代 にはサ ブ カル
チ ャー の 面 で も、 「日本 文化 」 の ソ トに 向っ た 自文 化表 象 が始 ま った。1953年 か ら、
サ ンパ ウロ市 に オー プ ン しは じめ た シネ ・ニテ ロイ な ど 日本 映画 常設館 がそ の一 例
で あ る。 これ らの映画 館 で は、 「羅 生 門」(黒 澤 明監督 、1952年 、 ヴェネ チア映 画 祭
グ ラ ンプ リ)や 「源氏 物語 」(吉 村 公 三 郎 監督 、1953年 、カ ンヌ映 画祭撮 影 技術 賞)、
「純 愛物 語 」(今 井 正監 督 、1958年、ベ ル リン国際 映画 祭 監督 賞)な ど、 日本 映 画 の
海 外 受賞 作 が上 映 され るよ うに な った12。 これ らの 作 品の 上 映は 、「日本 文化 」プ レ
ゼ ンス の拡 大 に大 き な貢献 を した と考 え られ る。 また 、 こ う した 日本映 画 常設館 の
発 展 も、後 にサ ンパ ウ ロ東 洋街 とい う世界 最大 の 日系 エ スニ ック タ ウン形 成 の重 要
な契機 とな るので あ る。
この よ うに、50年 代後 半 にお け る、 日系 コ ミュニテ ィの安 定 と 日系 住 民 の定住 ス
トラテ ジー の選択 、統一 組織 の発 足 、 日本 の経 済復 興 な ど諸 要素 の 中で 、ブ ラ ジル
社会(ソ ト)に 向 った 厂日本 文 化 」 の表 象 が活発 化 す る よ うに なっ たの で ある。
3.現 代1(1960-1980年 代):「 目本 文化 」表 象 の 多様 化
こ うしたウチからソ トへ とい う日系 コミュニテ ィの 自文化表象の方向転換 の中で、
60年 代以降を特徴づけるのは、戦後移民の増加、 日系住民の都市化 ・社会的上昇 と
職業の多様化、日本企業の進 出ブームなどを背景 とした、「日本文化」表象の多様化
である。
その中で も、都市化 との関係 で注 目され るのが、サ ンパ ウロ東洋街 の形成であろ
う。東洋街は、サンパ ウロ市のほぼ中心に位 置す るリベル ダーデ地区の商業 ・観光
エ リアであ り、かつて世界最大の 日系エスニ ックタウンと呼ばれた。 この東洋街の
形成 と変容 については別稿13にお いて述べたので、ここでは詳 しくは触れないが、
llNEGAWA,Sachio.「サ ン パ ウ ロ 東 洋 街 の 形 成 と 変 容 に 関 す る ノ ー ト」In.AvaisdoIX
EncontroNacionaldeProfessoresUniversit穩iosdeLingua,LiteraturaeCulturaJaponesae/
Eηcoη 〃o加 伽oオ 〃26万c仞o,Assis,Unesp,1998,243頁。
12押 田 真 佐 雄 「日本 映 画 海 外 受 賞 作 品 、 サ ンパ ウ ロで の 封 切 」 『コ ロ ニ ア 芸 能 史 』 コ ロ ニ ア
芸 能 史 編 纂 委 員 会 、1986、244-247頁 。
13前 掲llNEGAWA,1998;NEGAWA,Sachio."UmComercianteJapon黌:Hist?iadeVidano
BairroOrientaldeS穉Paulo".In.EstudosJaponeses21.S穉Paulo,FFLCH/USP,2001,101-114
頁;根 川 幸 男 「マ ル チ エ ス ニ ッ ク 都 市 サ ン パ ウ ロ に お け る 『日本 文 化 』 の 表 象 一 東 洋 街 に お
け る 新 伝 統 行 事 を 中 心 に 、 『平 成16～17年 度 科 学 研 究 費 補 助 金(基 盤 研 究C)研 究 成 果 報
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次のよ うな三っの契機 を経て形成 された ことをくり返 してお く。
1)1953年7.月 日系 初 の都 市型 総合 娯 楽施 設 「シネ ・ニテ ロイ 」 開業
2)1964年4月 日本 文化 協 会セ ンター 設 立
3)1975年9月 地下 鉄 リベ ル ダー デ駅 開 通
これ ら三つの契機 は、 日系住民の都市化 と後 に東洋街が形成 される リベル ダーデ
地区への集客化 を加速化す ることになった。 また、各県人会事務所や邦字新 聞社の
リベルダーデ地区への集中も、 日系住民の集 中に相乗効果 をもた らしたと考 え られ
る。
では、 この東洋街の形成 の中で、 日系住民は、どのよ うな自文化表象 を行 い、ま
たそれ らが どのよ うにホス ト社会で あるブラジル社会 において認識 ・受容 され 、消
費 されてきたのだろうか。このエ リアを中心に行われた 「日本文化」表象 として、
ざっ と思いつ くだけでも、ラジオ体操 、盆踊 り大会、ミス 日系 コンテス ト、東洋市、
子 ども運動会、全伯相撲選手権な ど、 さまざまな例があげ られ る。 これ らの文化表
象の中で も、特に、花祭 り、七夕祭 り、東洋祭 り、餅つ き大会 とい う四つの新伝統
行事14を戦後 日系 コミュニティの 自文化表象 のもっとも顕著な例 として取 り上げる
ことがで きる。
花祭 りは、仏誕会 とも呼ばれ、ブラジルでは1958年 に移民50年 祭 との関連で始 め
られた。最初、サンパ ウロ東本願寺境内で開催 されていた ものが、 リベル ダーデ商
工会(Associa鈔oCulturaleAssistencialdaLiberdade=リ ベルダーデ地区を中心 とする
日系商]二業 ・サー ビス業者の親 睦組織、以下、ACALと 略)の 招致で1976年 か ら東
洋街の中心 リベルダーデ広場で行われ るようになった。釈迦 の誕生 日とされ る4.月
8日 に近い週の月曜か ら土曜、 リベル ダーデ広場で甘茶供養 が行われ る。最終 日の
土曜には、各宗派による潅仏法要、仏教婦人連盟によるコーラスの他、釈迦の化身
とされる白象 の山車とともに僧侶や稚児装束 を着た子 ども達が続 くパ レー ド 「お練
供養」が、東洋街のメインス トリー トであるガル ヴォン ・ブエノ通 りで催 され る。
甘茶供養 には多 くの非 日系の人々が並び、お練供養 も多 くの観客でにぎわ う。
七夕祭 りは、ブラジル中で もっとも認知 されたアジア起源の行事である。 この行
事 は、日本で創出 された都市祝祭 「仙台七 夕祭 り」の複製であり、「ブラジル宮城仙
台七夕祭 り」 とい う名称で開催 され てい る。東洋街 では、宮城県人会主催、ACAL
の後援によって行われ、サ ンパ ウロ市だけでなく、サ ンパ ウロ州の公認行事で もあ
る。毎年7月7日 に近い週末、 リベルダーデ広場、ガル ヴォン ・ブエノ通 り、エス
告書 一現代ブラジルにおける都市問題 と政治の役割』京都外国語大学言語平和研究所、2006、
129-140頁 など参照。
14ゲ ス トであるエスニック ・グループの母集団の 「伝統」に準拠、あるいはその一部 を取 り
入れ なが ら新たに再編 ・創 出され、ホス ト社会側 にも認知 された行事を、ここでは 「新伝統
行:事」 と呼ぶ ことにす る。
70
ブラジル近現代史の中の 「日本文化」表象
トゥダンテス通 り、グロリア通 りは仙台式の七 夕飾 りで装飾 され、所狭 しと露店が
たち並ぶ。七夕にちなむ神事の他、 ミス七タコンテス ト、郷土芸能、歌謡シ ョーな
どが行 われ、六色の短冊に願 いを書いて七夕飾 りの笹の枝 に付 ける習慣は、広 く非
日系人にも行 き渡っている。サンパ ウロ市で行われ るエスニ ック・イベ ン トの中で、
もっ とも多 くの観 客を集 める行事の一つである。
東洋祭 りは、 日本各地の郷土芸能 のエ ッセ ンスである。 この意味でも、名称の点
で も、他 に原型 を持たない行事 と言 える。ACALの 主催 、サンパ ウロ市の協賛で、
毎年 ほぼ12月 最初 の週末 に催 される。 リベルダーデ広場、ガル ヴォン ・ブエノ通 り
を中心に、神輿の巡行 とともに、和太鼓演奏や阿波踊 り、傘踊 り、ヨサコイ ソー ラ
ン、琉球国祭 り太鼓な どの郷土芸能が披露 される。また、中国系 ・韓国系 コミュニ
ティの芸能や武術が招聘 され ることもある。
餅つき大会は1976年 、NHK番 組 「行 く年 くる年」での東洋街か らの生中継 をきっ
かけに始 まった。やは り、ACAL主 催 、サ ンパ ウロ市の協賛で、毎年12,月31日 午前、
リベルダーデ広場で開催 され る。広場 に据 えられた臼 と杵で、ACAL会 員 たちとと
もに、 日本文化協会はじめ主だった 日系団体の役員 、 日系 ・非 日系政治家 ら来賓が
ハ ッピ姿で餅 をつ くのが見 られ る。 また、ACAL婦 人会によってあ らか じめ準備 さ
れた餅 が観客に配 られ る。
いずれ の行事も、「日本食」の露店がたち並び、郷土芸能や ポップ音楽のシ ョー
などが行われ、多 くの観客 を集 める。 また、サ ンパ ウロ市議 ・州議 の他、時には市
長や連邦議員、 日本国総領事が来賓 として出席 し、政治的パフォーマ ンスの性格 も
見せ てい る。
これ ら四つの新伝統行事は、戦後1960年 代後半から70年 代 にかけて、東洋街 の形
成過程で、サ ンパ ウロ市旧市街の再開発 とともに生み出された 「創 られ た伝統」 と
い う性格を持ってい る。 これ らの行事が この時期 に創 出された要因としては、以下
の1)～3)の 三つ が考えられ る。
1)日 系住民のブラジル定住 と都市化に ともな う 「新 しい家郷」建設の希求
2)リ ベルダーデ地区の 日系商工業 ・サー ビス業者団体のビジネス振興策
3)サ ンパ ウロ市の 「マルチ ・エスニック都市サンパ ウロ」固有 のイメー ジお
よび観光エ リア創 出の戦略
戦後、定住化 ・都 市化を進めた 日系住民は、ブラジル とい う異郷における 「新 し
い家郷」 の建設 を希求 していた。それは70年 代 になって、東洋街の形成 となって実
現する。 また、東洋街 とそこで行われ る行事は、同地区の商店 ・事業所にとって、
集客装置 と しての役割 を果 たし、ビジネス振興 に寄与 している。東洋街形成にはサ
ンパ ウロ市当局の協力が不可欠 であったが、同時期、市当局は新たな観光 ・文化資
源を創 出しようとしていた。つま り、東洋街 の新伝統行事を含 めた 「日本文化」表
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象は、「マルチ ・エスニ ック都市サ ンパ ウロ」とい う市当局の掲げる観光 ・文化戦略
によって、サンパ ウロの民族的 ・文化的多様性 を構成す る一要素 として、 より大 き
な文化の枠組の中に再統合 され消費 される方向性を持た されていた。これ ら三っの
要因が相互作用す ることによ り、四つの新伝統行事 が創出 された と考えられ る。
こうした新伝統行事は、 日系 コミュニテ ィ内部(ウ チ)で は、準拠集団である母
国 日本や母県の 「伝統」を参照 しながら、都 市化 した 日系住民たちが現在の 自分達
のいる場所 に意味を与えてい く 「日本文化」の再解釈の結果であった。また、その
プt7セ スにおいて、常にコミュニテ ィの外部(ソ ト)か らのまなざし(異 文化表象
としての 「日本文化」)に さらされ、そのまな ざしとの拮抗 ・交渉の結果 として、現
在の諸行事 が創 出された。 このように東洋街の四つの新伝統行事は、複数の要因と
重層的な戦略に よって形成 ・発展 してきたがゆえに、現在サンパ ウロでもっ とも大
きな観客数 を持つエスニ ック都市祝祭 として賑わいを見せつつ15、「日本文化」表象
と同時に、「サ ンパ ウロ文化」、ひいては 「ブラジル文化」に統合 され、それ らを表
象する役割 も担いつつある。
4.現 代2(1990年 代 以 降):「 日本文 化 」 か ら 「日系 文化 」 へ
つづ く90年 代 は、 ブ ラジル にお け る 「日本 文化 」 表象 の さ らな る多 様化 とグ ロー
バ ル化 の 時代 で あ る。 日系 ブ ラ ジル 人 の 日本 へ の還 流(す な わ ちデカ セ ギ現象)が
増加 す るの も、90年 の入 管 法改 正 後 で ある。 現在 、在 日ブ ラ ジル 人 は30万 人 と言 わ
れ る が、この在 日就 労 の長 期 化 ・定住 化 によ って 、日本 ・ブ ラジル 間 の人 間や モ ノ 、
情 報 の往還 が活発 化 し、 日系 コ ミュ ニテ ィを経 由 しな い 「日本 文化 」 の受 容 と表 象
が行 われ るよ うに なった 。
ま た、90年 代 後 半 には 、衛 星 放送 の 開始や ブ ラ ジル のTVで も 日本 製 ア ニ メー シ ョ
ン、子 ども向 け ドラマ が放 映 され るよ うに な り、非 日系 ブ ラジル 人 の間 に もサ ブ カ
ル チ ャー を含 む 厂日本 文化 」 の受容 層 は拡 大 した 。例 え ば、TVで 日本製 ア ニ メ 「聖
闘 士星 矢 」(放 映時 の タイ トル は 「CavaleirosdoZodiaco」)が 放 映 され 爆発 的 人気 を
呼 び 、視聴 率 調査 で14%を 記 録 した。 これ はブ ラ ジル の小 学 生 の相 当数 が視聴 して
い た こ とに な り、1995年 だ け で、海 賊 商 品 を入 れれ ば、300万 個 の関連 商 品(フ ィ ギ
ュア)が 売 れ た と言 われ て い る16。 北 米 の地 上波 か ら 日本 製 ア ニ メが ほ とん ど姿 を
消 してい るに対 して 、ブ ラジル で は2007年 現在 、7作 品が 放映 され てい る。また 、ケ
ー ブル テ レビ もカー トゥー ンネ ッ トワー クのほ か 、ア ニマ ッ クス、 ジ ェー テ ィ ック
152006年 の 七 夕 祭 り の 観 客 数 は 、 主 催 者 で あ る 宮 城 県 人 会 の 発 表 に よ る と 、15万 人 を 数 え
た と い う(Associa鈔oMiyaguiKenjinkaidoBrasil.Relat?ioFinal28ｰFestivaldasEstrelasS穉
Paulo-SendaiTanabataMatsuri2006.S穉Paulo,AMKB,2006)0
16「 越 境 す る 日 本 文 化 マ ン ガ ・ ア ニ メ1」 『ニ ッ ケ イ 新 聞 』WEB版2005年1月21日
<http://www.nikkeyshimbun.com.br/030121-62colonia.html>
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ス 、ニ コロデ オ ン と複 数 の テ レビ局 が 日本製 ア ニ メ を放映 して い る17。 これ に加 え
て 、パ ソコ ン とイ ンター ネ ッ トの普及 に よ り、 日本製 アニ メや マ ン ガは 、 コ ン ピュ
ー タゲ ー ム、 ポ ップ ミュー ジ ック、 コス プ レな ど とと もに複 合 的 に受 け入 れ られ る
よ うにな っ て い る。 それ らはJ-POPと 呼ば れ 、受 容 者 ・消費 者 は若 者 が 目立 つ も の
の 、必 ず しも若 者 限 定 とい うわけ では な く、広 い年 齢 層 に広 が って い る。今やJ-POP
は、 日系 ・非 日系 の境 界 を越 えて、 ブ ラ ジル人 に よっ て大 量消 費 され 、再 解釈 ・再
生産 されて い るの で あ る。
以 上 の よ うな90年 代 後 半以 降 の新 た な傾 向 を背 景 に 、ブ ラ ジル の 「日本 文化 」 表
象 は、 日系 コ ミュニテ ィにお ける一 、 二世 か ら三 世 へ の世代 交 代や 多 文化 主義 的言
説 に よって 、長 ら く定 説化 して いた 「日本 の 日本 文化 」=「 真 正 な」 日本 文化 とい
う言 説 の呪縛 か ら よ うや く 自由にな りつ つ あ る。最 近 ブ ラ ジル で は 、「日系文 化 」や
厂新 日系文 化 」 とい う言葉 が 使 われ 始 め た18。 この言 葉 は 、 「『日本 文 化 』 をベ ー ス
にブ ラジル 風 にア レン ジ した 文化 」とい う意 味 で使 われ て い るが 、「日本 の 日本 文化 」
か ら自 らの 「日本 文化 」 を 「日系文化 」 と して 自覚 的 に差異 化 し、多 文化 的 な 「ブ
ラ ジル 文 化 」を構 成 す る一 要 素 として位 置付 け る姿勢 を示 して い る。こ うい った 厂日
本 文化 」のブ ラ ジル 的解 釈 と して の 「日系文 化 」は 、ポル トガル語 俳 句 で あ るHAIKAI
に先行 的 に現 われ 、BONSAI、 カ ラオ ケ 、YOSAKOIソ ー ラ ン、マ ツ リダ ンス(ボ ン
オ ドリ ・ノー ヴォ)、 グ レー シー 柔術 、 日本 式 ス トー リー マ ンガ な どと して 、ブ ラジ
ル です で に一 般 化 して い る事 例 もあ る。
た だ 、「日本 の 目本 文 化」=「 真 正 な」 日本 文 化 とい う言 説 は 、一 世世 代 を 中心 に
まだ ま だ強 く、 それ に同調 す る非 日系 ブ ラジル 人 も存 在 す る。 この意 味で 、 ブ ラジ
ル の 「日本 文化 」表象 は、「日本 の 日本 文化 」へ の志 向 と 「ブ ラジル 文化 」に統 合 さ
れ るべ き 「日系 文化 」創 出へ の志 向 に分 岐 して い る とい え よ う。
5.む すびにかえて:今 後の研究の課題
以上、ブラジル近現代史における 「日本文化」表象 の移 り変わ りを、きわめて図
式的にではあるが、概観 ・素描 してきた。ブラジル社会にお ける 厂日本」「日本人」
厂日本 文化」 をめ ぐる研究領 野では、まだまだ多 くの素材や課題があふれてお り、
「日本文化」研究の地平はブ ラジルの大地 と同 じく限 りなく広いと言 える。以下、
筆者の関心領域か ら、 トピック別にい くつかの今後 の研究課題ついて述べたい。
17「 ブ ラ ジル の ア ニ メ ・漫 画 市 場JETROが 調 査 」 『ア ニ メ ア ニ メ 』2007年4月16日
<http://animeanime.jp/goods/archives/2007/04/fjetro_1.html#>
18こ の 動 き と は 別 に 、 「日系 文 化 」 とい う言 葉 は 、 研 究 者 側 か ら 「海 外 日系 社 会 に お い て 、
一 世 が そ れ ぞ れ の 国 や 地 域 に 持 ち 込 ん だ 日本 文 化 」 が 「展 開 」 し、 そ の 今 日 に お け る 到 達 点
を 示 す も の と して 、エ ス ニ ッ ク 文 化 研 究 の 術 語 と して も使 用 され 始 め て い る(山 本 岩 夫 「は
しが き 」 山本 岩 夫 ・ウ ェ ル ズ 恵 子 ・赤 城 妙 子 編 『南 北 ア メ リカ の 日系 文 化 』人 文 書 院 、2007、
1-5頁)。
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① 「日本文化」の再創と拡散
まず 、本 稿 第3節 でふ れ た 四つ の新伝 統行 事 の 中 で も、特 に七 夕祭 りは サ ンパ ウ
ロの都 市祝 祭 と して発 展 しただ け でな く、空 間的 に も、 サ ンパ ウロ州 オザ ス コ、バ
ウルー 、 レジス トロ、 リオ ・デ ・ジ ャネ イ ロ州 ニ テ ロイ 、パ ラナ州 ア サイ 、マ リン
ガ 、パ ラ州 ベ レン、 トメア スー な どブ ラ ジル 各 地 、 さらにパ ラグ アイ のイ グア ス 、
ア ス ンシ オ ンへ と広 が って い る。 これ らの七 夕祭 りの空 間的 拡 大 は、 ブ ラジル にお
け る 「日本 文 化 」の プ レゼ ンス と再創 の拡 大 と考 え る こ とがで き る。 この よ うな 拡
大 の プ ロセ スや メカ ニ ズム を解 明す るこ とは 、 グ ロー バル 化 す る 「日本 文化 」 の ダ
イ ナ ミズ ム を知 る上 で、 興味 深 くかつ重 要 な課 題 とな ろ う。
② ミス 日系美人コンテス ト
60～70年 代 に は じま った ミス 日系 コンテ ス トな ど、か つ て 日系 コ ミュニ テ ィ にお
い て大 き な プ レゼ ンス を持 ちな が ら消滅 してい っ た(あ る いは別 の形式 に転 化 して
い っ た)イ ベ ン トが あ る。 今 日的 な美人 コ ンテ ス トが 日本 で も さかん にな った の は
1950年 代 か らで あ る19が 、 ミス ユニ バ ー ス の隆盛 な どを考 え る と、 ブー ラ ジル 日系社
会 にお け る ミス コ ンテ ス トの盛衰 は、 日本や 世 界 のそ れ とパ ラ レル な傾 向 に あ りな
が ら、エ ス ニ ック ・イ ベ ン トと して の独 自性 も合 わせ 持 つ。 これ らが どの よ うに立
ち上 げ られ 、 ホ ス ト社 会(非 日系側)か らと らえ られ 、 消費 され た の か。 また 、 な
ぜ 消滅 した のか。 ブ ラ ジル だ けで な く、米 国、 カ ナ ダ、 メ キシ コ、 アル ゼ ンチ ンな
ど参 加 国 と どの よ うな関係 にあ った の か。そ の よ うな 問題 につ い て考察 す るこ とは 、
日系 コ ミュニ テ ィか らの 自文化 表 象 とホ ス ト社 会 の まな ざ しとの 関係 、そ の変 容 を
あ とづ け る上 で 、大 きな意 味 を持 つ で あ ろ う。
③武道 ・芸能
移 民 が伝 えた 「日本 文化 」 の 中で 、 ブ ラジル で もっ と も強 固 な根 を 張っ てい る も
アカデミア
のの一つが 日本武道 である。空手や柔道、合気道の道 場 は、どんな小 さな町に行っ
ても見受 け られるほ どである。 また、グ レーシー柔術のよ うに 日本に起源を持ちな
が ら、ブラジルで再編 ・再解釈 された武術が 日本に逆輸入 される とい う還流現象も
起 っている。さらに、ブラジル は芸能分野でも、民謡、日本舞踊、琉球舞踊、浪曲、
奇術、盆踊 り、カ ラオケにいたるまで さまざまな ものを吸収 した。80年 代からのカ
ラオケの隆盛 と普及20は 、二次的にエスニック芸能 を再創す る基盤 となってい る。
例 えば、ボンオ ドリ・ノー ヴォ、マツ リダンス と呼ばれるよ うな新 しい盆踊 りの再
創が注 目される(パ ラナ州の都市 ロン ドリーナでは、毎晩3万 人がマツ リダンスを
踊 るロン ドリーナ祭 りが毎年開催 され てい る)。このよ うな武道や芸能をチャンネル
19井 上章一 『美人 コンテス ト百年史一芸妓の時代か ら美少女まで』朝 日新聞社、1997、136
頁。
20ブ ラジルにおけるカラオケの隆盛 と普及については、細川周平 『サンバの国に演歌は流れ
る』中央公論社、1995が 詳 しく論 じている。
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とした 「日本文化」の受容 ・再解釈 ・消費 とい う現象 も無視できない。近代 日本武
道 に流れ込んだ 「大正生命主義」21が どのよ うに海外 に波及 し再創 されたのか とい
う問題や、現在で もマスメディアで くり返 し再生産 ・消費 され る 「日本人=武 術の
達人」 とい うよ うなイメージも含めて 、メデ ィア研究の成果 もふまえなが ら、考察
されるべ きテーマである。
④中国系 ・韓国系住民のプレゼンスの拡大
ブラジル における中国系 ・韓国系住民のプ レゼンスの拡大 もたいへん興味深い。
2006年2月 、東洋街において中国系団体 による 「春節祭」がは じまったが、2007年
の2回 目で観客数 が15万 人を超え、七 夕祭 りと並ぶかそれ以上の規模の文化表象 と
なった。 この春節祭には、実は 日系人 が深 く関わってお り、先 に述べた東洋街にお
ける四つの新伝統行事のノウハ ウが生 かされ、 日系コミュニテ ィと無縁に創出 され
た ものではない。 ブラジルでは北米の よ うに 「アジア ン」 とい うエスニ ック ・カテ
ゴリーや 「アジア文化」といった概念 は一般化 されていないものの、ブ ラジルにお
ける 「日本文化」の展開を考える場合、 これ らニューカマーの文化表象 も視野に入
れたよ り広範な研究 も必要 となろ う。ブ ラジルの中国系 ・韓国系文化 に関す る課題
は、文献資料 も乏 しく、オーラル ・ヒス トリー に依拠す る割合がひ じょうに大きく
なる と考え られ、早急の対策が必要で ある。
⑤沖縄系エスニック ・ムーブメント
ブラジル には 日本の出身地別親睦組 織である都道府県人会が存在す るが、沖縄県
人会 の活動 は群を抜いて活発である。 沖縄県 出身の移民は1908年 の第1回 移民か ら
すでに多数存在 したが、ブラジル 日系 コミュニティの中では、長 く周縁的な位置付
けがされてきた。ブラジルの 「日本文化」表象の中で、周縁化 されてきた彼 らの言
語(ウ チーナ グチ)・ 料理 ・舞踊 ・音楽 ・武道がそのエスニ ック ・シンボル として作
用 し、現在では 日系 コミュニティの中で、あるいはその枠を越えて、独 自性 を持っ
た一大勢力 としてプ レゼ ンスを高めてい る。 これは最近、沖縄系 としてのエスニ ッ
ク ・アイデ ンティティのポジティブな意識化が進 んだこと、世界 のウチナ ンチュー
大会 に見 られるよ うな沖縄系ネ ッ トワークのグローバル化が進展 した ことを背景 と
す る。琉球国祭 り太鼓のような新伝統 芸能 も活発化 してきてお り、ブラジル の 「日
本文化 」や 「日系文化」の枠組みを揺 るがす存在 として注 目され る。
⑥J-POPの 爆発的流行
さらに、本稿第4節 でも述べたが、90年 代後 半か らのJ-POPの 爆発的流行 をめ ぐ
る問題 である。 日系マンガ ・アニメ愛 好グループ 「アニマンガ」が上記 の七夕祭 り
に参加 し、七夕飾 りコンテス トで入賞 していることや、 日本で開催 され る 「世界コ
21近 代 化 の プ ロ セ ス で 日本 武 道 の 変 革 の 思 想 的 背 景 とな っ た 「大 正 生 命 主 義 」 に っ い て は 、
鈴 木 貞 美 「日本 武 道 の 形 成 と大 正 生 命 主 義:阿 波 研 造 の 弓 道 を 視 点 と し て 」2003
<http:〃www.nichibun.ac.jp/～sadami/extract/budo/budo2.htm>など で 問 題 化 され て い る 。
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スプ レサ ミッ ト」でブ ラジル代表が毎年上位入賞する22な ど、文化 の担い手はズ レ
ているように見えながら、重な り合い支 えあってい る部分 もある。そんな中、「日本
文化」受容の経路 も消費者 も多様化 してい る。 こ うした必ず しも 日系コ ミュニテ ィ
を経 由しない文化表象の拡大を どのように評価 し、厂日本文化」研究の中に位置付 け
るか とい う問題 も、今後の重要なテーマ となろ う。
急速に進むグローバル化 の中で、われわれはもはや異文化 との接触や摩擦 を避け
るこ とはできない。 ますます多様化 し拡散 してい くブラジルにお ける 「日本文化」
表象 に対 して、研究者 自身も柔軟 な対応が迫 られている。2008年 のブラジル 日本移
民百周年 は、 日本人が(あ るいは 日本文化が)新 世界 に参加 し発展 して きた意義を
再考する絶好の機 会で ある と考えるのである。
22「 世 界 コ ス プ レサ ミ ッ ト2006」 で は 、 ブ ラ ジ ル チ ー ム が 優 勝・した 。(「 コ ス サ ミNews」
〈http://www.tv-aichi.co.jp/wcs/2006/j/〉)
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